
大分学習療法だより 第７号

２０１４年１０月１８日（土）、大分市の住友生命ビル２階会議室にて、第８回大分学習療法研究
会が開催されました。９事業所２２名とくもん学習療法センター２名の合計２４名が参加しました。

＜プログラム＞
＜第１部＞学習療法 大分シンポジウムに向けて 13：30～14：00

事務局から9/19に実施したＡＰＵでのリハーサルの反省をもとにして
修正されたシナリオや運営スタッフのマニュアルについて説明

＜第２部＞事例発表リハーサル 14：00～15：00
４つの事例発表の最終リハーサル

＜第３部＞交流会 15：00～16：30
シンポジウム成功に向けて、さらなる会員間の団結を図る

＊懇親会：場所を替えてシンポジウム成功目指しキックオフ懇親会を実施

２０１４年１１月２３日
大分学習療法研究会

＜第１部＞
◆大分学習療法研究会会長 挨拶 （グランドホーム古国府 施設長 首藤毅志）◆
さて、いよいよ大分シンポジウム開催まで２ヶ月を切りました。

会場であるＡＰＵミレニアムホールを満席して、さらに多くの方々に学習
療法の素晴らしさをお伝えすることが、研究会の使命ではないかと思い
ます。そのために今こそ会員はじめ、導入事業所が一丸となって目標に
向かうことが求められるものです。
そこで、この時間は当日の役割分担について、詳細なシナリオをもとに

各部署の作業内容を一人ひとりが確実にイメージしていただくことを目的としています。
現時点での参加申込み者数は、やっと２００名を超えたところです。あと１ヶ月ですので、

さらなる動員のご協力をお願いいたします。
さて、ＡＰＵにて9/19に実施した第１回目の現地でのリハーサルで、いろいろな課題がでて

きました。まず、照明や音響・映像の切り替え操作がかなり難しく、ＡＰＵ側からもシンポジウ
ムまでにもう一度リハーサルが必要との提案がありました。１０月２８日午後２時からを予定
しています。それまでに、修正したシナリオ及び各部署の運営マニュアルに目を通しておいて
ください。・・・・（この後、当日のスケジュールについて再確認すると同時に、各地域での動員
の強化の依頼がありました）

◆シンポジウムまでの今後の予定
◎10/28⇒ＡＰＵにて最終リハーサル 午後２時集合 午後５時まで
◎スタッフ役割及び運営マニュアルを10/30までに完成させる
◎10/28最終リハーサルで修正されたシナリオの内容を周知する
◎各地域での参加者動員 知人や行政など再度声掛け
◎マスコミへの広報活動

学習療法を実践活用している事業所の皆さま

学習療法に興味のある事業所の皆さま



第８回大分学習療法研究会

第２部 事例発表
リハーサルの様子

第３部
交流会の様子

事例発表
①ケアマンションひだか（日田市 有老）
タイトル：手と手の温もり

②聖心園（臼杵市 障がい者支援施設）
タイトル：笑顔のちから

③和光園（宇佐市 老健）
タイトル：学習療法を施設の得意にしよう

④みずほ厚生センター（臼杵市 特養他）
タイトル：学習療法の導入から脳の健康教

室への展開の軌跡

★プレゼンテーションとして、課題が残るところも見られたリハーサルでしたが、
内容としては、すばらしいものばかりでした。参加者の方々に伝わるプレゼンを
目指して、残された時間を活用していくことを確認し合いました。

★事例発表の内容だけでなく、日頃の学習の進め方
や事業所での問題、または日常のちょっとしたこと
など、学習療法とは関係のない事など、気兼ねなく
話し合っていました。
＊今回は新たな事業所として、国東に有老とデイ
サービスを開設されたクラシオテラス国東物語の
方々が参加され、本社が東京で学習療法を導入して
いるということで、早速入会の希望を伺いました。
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9/16（火）ケアマンション
ひだかで、JSNの鳥居理事
長から自主上映の進め方を
学ぶ実行委員の皆様

この打合せのあと、九州共同映画社の井上
さんと話を進めて、10/30（木）試写会実施
12/12（金）にパトリア日田で上映が決定し
ました！（ ↓ 試写会終了後の記念写真）


